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練馬区立旭丘中学校 

学校通信 １２月号 

令和元年１２月２日発行 

 

命の大切さ 

校長  渡邊 重幸 

 
文部科学省から平成 30 年度の児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する

調査結果が公表されました。その中で、児童生徒の自殺の状況についても示されました。平成

３０年度は小学生５名(-1)、中学生１００名(+16)、高校生２２７名(+67)でした。中学生は

平成２６年度５４名、２７年度５６名、２８年度６９名、２９年度８４名と徐々に増加傾向に

あります。この傾向は喫緊の課題として早期解決に向け各校が取り組まなければなりません。 

本校では毎年「命の授業」を行っています。昨年度は犯罪等で家族を亡くした遺族の方から

お話をいただきました。今年は１０月３１日（木）に『行列ができる法律相談所』『スッキリ』

などの番組に多数出演している弁護士の菊地幸夫先生をお招きし「命の大切さ」と題して講演

していただきました。 

菊地先生からは、 

「僕が子供のころは大家族で人の生き死にを身近で見て 

きました。現在は核家族化になりリアルに感じられなく 

なってきたかもしれないですね。」 

「日本で１年間で殺される人は１０００人位います。僕 

が弁護士になるときは２年間研修を受けました。その中 

で死因を突き止めるために司法解剖をします。それに立 

ち会う研修がありました。とてもリアルな世界で、若い君たちに具体的な話はできませんが、

人が死ぬということは、その裏では壮絶なことが起こっています。」 

「自殺は一年間で２５０００人位います。僕の所にも自殺したいと相談に来た方もいます。

幸い説得し、現在は立ち直って社会に出ています。」 

「いじめられていたらその場から逃げなさい。いじめている人にいじめるなと言っても 

すぐにはやめない。時間がかかる。」など、いろいろな角度からお話しいただきました。 

そして、後半、１６歳の少年を弁護した話について、生徒は特に真剣に聞いていました。５

人の非行少年の内の一人にオイルをかけ、火をつけ、やけどを負わせた話です。その加害者の

一人に国選弁護人として携わりました。彼は最初は事の重大さをわかっておらず危機感も感じ

ていませんでした。しかし、菊地先生と話していく中で「命の大切さ」を理解し、やがて定時

制も卒業し大学へ進んだそうです。 

最後に「普段の生活の中で、命の大切さに気付いてください。」「人間頑張れば願いはかな

うというのは難しいかもしれないが、そこそこ夢に近づくことはできるよ。」「自分の命を大

切にして下さい。そして、周りの命も大切にしてください。」と話されました。 

菊地先生ありがとうございました。 

私たちはたった一人で生きているのではなく、他者と共に生きているという思いを常にもつ

ことが大切です。今生きている自分は、世界中にたった一人しかいない唯一無二の存在です。

その自分を見つめることは、自分をよく知り、自分のよさを認めることから始まります。今生

きていることへ感謝し、他者の存在を尊重していきましょう。 
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＜菊地幸夫先生の講演会＞ 

 

【野球部】 

練馬区民体育大会        第３位 

【ソフトテニス部】 

練馬区新人大会 女子団体    準優勝 

        女子個人    第３位 

東京都新人大会 女子団体    ベスト６４ 

        女子個人    ベスト３２ 

練馬区学年別大会 1 年女子個人  第 1位 

【バドミントン部】 

城北オープン大会 女子団体    準優勝 

練馬区新人大会 女子団体    優 勝 

女子シングルス 第 1 位 

        女子ダブルス 第2位、第3位、第3位 

B ブロック新人大会 女子団体  準優勝 

女子シングルス 第３位 

        女子ダブルス  ベスト８ 

東京都新人大会 女子団体    第３位 

東京都新人大会 女子シングルス 

         葛  未莉  第３位 

平和台ＳＳＣ１年生大会 女子ダブルス  第 2位 

 

 

【バレーボール部】 

練馬区新人大会         準優勝 

第３ブロック新人大会      ベスト１６ 

【吹奏楽部】 

東京都中学校吹奏楽コンクール Ｂ組 銀賞 

【演劇部】 

練馬区中学校英語学芸会    特別賞 

練馬区中学校演劇発表会出場 

【税についての作文】 

 入 賞          ３年 三島 咲 

【税の標語コンクール】 

 練馬東間税会入選     ３年 小沼 睦久 

【全国中学生人権作文コンテスト東京都大会】 

「講演と映画の集い」朗読作品に選出 ３年 鹿野 夏央 

【自分で作る朝ごはんコンクール】 

銅 賞          １年 小林 愛奈 

【歯・口の健康に関する図画・ポスターコンクール】 

中学校の部 歯科医師会賞 ２年 山岸 清乃  

【第１０回ぎふ・関 全国子ども俳句コンクール２０１９】 

 中学校の部 優秀賞    ３年 浅海 凜 

＜活躍の記録＞ 

  

＜学校における子供の自殺予防対策の重点＞ 

  旭丘中学校は、子供が自殺に追い込まれることのないようにするため、教職員と保護者、地域、 
関係機関等との緊密な連携により、子供が抱えるどんな小さな不安や悩みに対しても丁寧に寄り添
い、その解消に向けて組織的に支援していきます。 
 ＜重点１＞ 子供の気掛かりな様子を見逃さずに、状況を確認する  

～教職員一人一人の子供理解に基づく子供の不安や悩みの把握～ 

＜重点２＞ 子供に生命の大切さを指導するとともに、困難やストレスへの対処方法を身に付けさせる  

～小学校段階から高校段階までの計画的な自殺予防教育の推進～ 

＜重点３＞ 相談しやすい環境の中で、子供の不安や悩みに寄り添う  

～学校教育相談体制の充実～ 

＜重点４＞ 保護者の理解と協力を得て、子供を見守る 

       ～家庭や学校外における子供の状況の把握と情報共有～ 

＜重点５＞ 地域・関係機関と連携し、子供を支える  

～社会全体による子供の不安や悩みの解消～ 

＜重点６＞ 学校組織全体で、子供の不安や悩みを共有する  

～「学校いじめ対策委員会」等の既存の組織の効果的な活用による組織的対応～ 

 

 


